
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
紹
介
①

エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り
実
行
委
員

会　

代
表　

水
上
美
紀

　

下
野
市
自
治
医
大
前
グ
リ
ー

ン
タ
ウ
ン
地
区
で
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
開
発
の
当
初
よ
り
続
け
ら
れ

て
い
る
お
ま
つ
り
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
7
月
第
3
土
曜
日
、
自
治

医
大
駅
東
の
祇
園
原
公
園
が
会

場
で
す
。「
明
る
く
住
み
や
す

い
街
づ
く
り
」
を
願
っ
て
始
め

ら
れ
ま
し
た
。　

　

一
方
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発

計
画
段
階
で
、
今
後
、
爆
発
的

に
増
え
る
ご
み
の
た
め
新
し
く

ご
み
焼
却
場
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。
当
時
の
南
河
内
町
は
新

設
ご
み
焼
却
場
に
隣
接
す
る
住

民
の
方
々
と
「
ご
み
を
減
ら

し
、
環
境
を
護
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
約
束
し
て
、
新
設
焼
却

場
の
稼
働
後
、
全
国
に
先
駆
け

る
ご
み
の
細
分
別
と
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
民
も
住

民
感
覚
で
は
「（･･

正
直
）
何

だ
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
行
政

の
指
示
に
従
い
、そ
れ
で
も
「
環

境
保
護
」
の
指
標
に
共
鳴
し
て
、

日
々
ご
み
細
分
別
に
取
り
組
み

ま
し
た
。「
エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ

り
」
の
命
名
に
は
〜
下
野
市
グ

リ
ー
ン
タ
ウ
ン
の
住
民
は
「
ご

み
を
減
ら
し
環
境
を
護
る
」
約

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
紹
介
②

病
児
と
家
族
の
第
二
の
我
が
家

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ

　

代
表　

斎
藤　

麻
矢

　

自
治
医
科
大
学
と
ち
ぎ
子
ど

も
医
療
セ
ン
タ
ー
近
く
の
、
ド

ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ

ウ
ス　

と
ち
ぎ
は
、
入
院
中
の

子
ど
も
と
付
き
添
う
家
族
の
為

の
滞
在
施
設
で
す
。
子
ど
も
が
、

難
病
等
遠
方
か
ら
の
長
期
入
院

が
必
要
に
な
る
と
、
家
族
は
体

も
、
経
済
的
に
も
、
精
神
的
に

も
悩
ま
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
家

族
の
為
に
ハ
ウ
ス
は
病
院
の
近

く
で
、
１
人
１
泊
１
，
０
０
０

円
と
安
価
で
利
用
で
き
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

滞
在
で
き
る｢

第
二
の
我
が

家｣

と
し
て
２
０
０
６
年
９
月

下
野
市
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

年
間
で
約
３
０
０
家
族
、
延
べ

２
，
２
０
０
家
族
を
受
け
入
れ

て
き
ま
し
た
。
運
営
を
支
え
て

い
る
の
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
物

品
寄
贈
や
寄
付
で
す
。

　

２
０
１
２
年
は
２
１
０
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
が
あ

り
、
月
に
２
回
、
１
回
３
時
間

の
活
動
で
延
べ
活
動
人
数
は
３
，

３
７
３
人
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

一
番
多
い
の
は
地
元
下
野
市

束
を
し
て
で
き
た
街
に
暮
ら
す

住
民
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
〜
と
い
う
地
域
住
民

の
高
い
志
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
エ
コ
ラ
イ
フ

ま
つ
り
は
、
商
店
・
自
治
会
の

模
擬
店
、
自
治
会
当
番
の
協
力

に
よ
り
実
施
す
る
お
ま
つ
り
会

場
の
ご
み
分
別
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

空
き
缶
子
ど
も
み
こ
し
と
住
民

手
づ
く
り
の
お
ま
つ
り
と
し
て

地
域
に
定
着
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
名
実
と
も
に
エ
コ

ラ
イ
フ
の
お
ま
つ
り
を
築
く
に

は
多
数
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

が
必
須
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
希
望
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
生
涯

学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
広
報

46
ペ
ー
ジ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。）

◆
第
23
回
エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り

■
日　

時　

　

7
月
20
日
㈯

　

午
後
2
時
〜
8
時
30
分

■
場　

所　

祇
園
原
公
園

■
問
い
合
わ
せ
先

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

○
お
ま
つ
り
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎（
44
）６
３
０
１

の
皆
さ
ん
で
す
が
小
山
市
、
宇

都
宮
市
や
日
光
市
、
矢
板
市
、

茨
城
県
、
埼
玉
県
の
方
も
活
動

し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
内
容

は
、
共
有
部
分
の
清
掃
、
洗
濯
、

物
品
整
理
、
館
内
案
内
等
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は
「
早
く

元
気
に
な
っ
て
ね
」
の
思
い
を

こ
め
て
活
動
に
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。
家
族
は
そ
の
熱
心
な
活

動
の
姿
と
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」、「
お
帰
り
な
さ
い
」
の
声

か
け
に
励
ま
さ
れ
頑
張
れ
る
と

話
し
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
も
励
ま
さ

れ
る
事
も
多
々
あ
り
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
私
た
ち
の

一
番
嬉
し
い
事
は
、「
退
院
が

決
ま
り
ま
し
た
！
」
の
利
用
者

さ
ん
の
笑
顔
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
病
児
と
家
族
の

笑
顔
の
為
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
所
在
地

　

〒
３
２
９

－

０
４
３
４

　

下
野
市
祇
園
２

－

36

－

３

　

自
治
医
大
2
号
館
3
階

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ

　

☎（
58
）７
５
５
１

ゆ
う
が
お
通
り(

南
北
１
．６
㎞)

樹
木
マ
ッ
プ
の
ご
案
内

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
登

録
団
体
「
木
を
知
ろ
う
・
森
を

知
ろ
う
会
」
で
は
、
こ
の
度
、

樹
木
マ
ッ
プ(

改
訂
５
版)

を
発

行
し
ま
し
た
。
１
冊
１
０
０
円

で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
樹
木

の
名
前
を
知
り
た
い
と
思
う
方

に
お
役
に
た
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

 

「
ゆ
ー
こ
の
部
屋
」

　

５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
月

に
一
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ

ン
。
下
野
市
で
活
躍
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
団
体
の
、

特
技
や
活
動
経
験
談
を
聞
き
ま

せ
ん
か
。

６
月
の
予
定

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る「
煎
茶
の
お
点
前
体
験
」

■
日　

時　

６
月
28
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

■
場　

所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー　

２
階
ロ
ビ
ー
（
申
し
込
み
不
要
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

問
5　

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
薬
師
寺
に
は
、
同
時
に
塔
が
２
基
あ
っ
た
？

Shimotsuke
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